
侍

■
特
集
神
戸
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

住
む
、
働
／
、
、
学
ぶ
、
憩
う
、
遊
ぶ
、

多
種
機
能
型
、
海
上
文
化
都
市

木
下
敏
郎
〈
神
戸
市
開
発
局
民
間
活
力
推
進
室
長
〉

藤

１
５０
１

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
次
ぐ
第

二
の
海
上
文
化
都
市
と
し
て
、
近
代
的
な
港
湾
機
能
と
、

国
際
化
。
情
報
化
に
対
応
し
た
都
市
機
能
を
備
え
、
国
際

情
報
都
市
神
戸
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
拠
点
で
あ
る
。

既
に
論
島
の
外
周
部
で
は
、
世
界
最
大
級
の
コ
ン
テ
ナ

バ
ー
ス
が
稼
働
し
、
ま
た
延
長
五
麓
に
及
ぶ
小
高
い
緑
の

丘
〃
シ
テ
ィ
ー
ヒ
ル
〃
に
囲
ま
れ
た
島
の
中
央
部
の
都
市

機
能
ゾ
ー
ン
で
は
、
中
央
部
に
整
備
し
た
水
路
広
場
〃
リ

バ
ー
モ
ー
ル
〃
を
軸
に
、
「
住
み
」
「
働
き
」
「
学
び
」
「
憩

い
」
「
遊
ぶ
」
こ
と
の
で
き
る
多
種
機
能
型
複
合
都
市
の
建

設
が
、
民
間
活
力
を
導
入
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。

住
友
信
託
銀
行
を
中
心
と
し
た
企
業
グ
ル
ー
プ
が
整
備

を
進
め
て
い
る
北
側
の
ゾ
ー
ン
で
は
、
約
四
千
戸
の
住
宅

と
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
。
ホ
テ
ル
。
グ
ル
メ
ビ
ル
。
総

合
病
院
等
の
業
務
。
商
業
施
設
が
建
設
さ
れ
て
き
て
い
る
。

住
宅
で
は
、
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
様

々
な
タ
イ
プ
の
住
宅
が
供
給
さ
れ
て
き
て
お
り
既
に
一
九

○
○
戸
が
入
居
し
て
い
る
。
今
年
末
に
は
高
さ
一
四
○
ｍ
、

四
十
階
建
て
の
超
高
層
住
宅
の
入
居
も
予
定
さ
れ
て
い
る
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業
務
商
業
施
設
で
は
、
四
月
に
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ビ

ル
と
専
門
学
校
二
校
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
に
続
い
て
、
十

月
に
は
〃
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
〃
が
オ
ー
プ
ン
す

る
。
こ
の
マ
ー
ト
は
、
国
内
外
の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
・

卸
売
業
者
約
三
五
○
社
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
か
ら
な
る
フ
ー
ノ

ッ
シ
ョ
ン
の
一
大
流
通
・
情
報
発
信
の
拠
点
と
な
る
施
設

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
南
側
の
マ
リ
ン
パ
ー
ク
で
は
、
セ
ゾ
ン
グ
ル

ー
プ
が
〃
Ａ
Ｏ
Ｉ
Ａ
″
の
建
設
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ

は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
立
地
を
生
か
し
、
水
に
触

れ
飛
水
と
遊
ぶ
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で

が
四
季
を
通
じ
て
楽
し
め
る
レ
ジ
ャ
ー
施
設
で
あ
る
。
施

設
内
に
延
長
一
・
五
鴬
の
キ
ャ
ナ
ル
（
運
河
）
を
整
備

し
、
こ
の
周
り
に
識
プ
ー
ル
・
ホ
テ
ル
・
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
等
を
配
置
す
る
計
画
で
あ
る
。
七
月
に
は
、
プ
ー
ル

を
中
心
と
し
た
〃
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
〃
が
オ
ー
プ

ン
す
る
。

ま
た
、
シ
テ
ィ
ー
ヒ
ル
で
は
、
市
が
〃
小
磯
記
念
美
術

館
〃
を
平
成
四
年
の
秋
の
開
館
を
目
指
し
建
設
中
で
あ
り
、

〃
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
〃
の
開
催
さ
れ
る
平
成
五

年
に
は
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
街
づ
く
り
が
大
き
く
進
ん

で
い
る
。

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
で
は
、
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り
、

今
ま
で
に
な
い
個
性
的
な
新
し
い
街
が
創
造
さ
れ
て
き
て

い
る
。
今
年
度
は
、
街
の
完
成
に
向
け
て
次
の
事
業
コ
ン

ペ
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
二
十
一
世
紀
に
は
、

賑
わ
い
に
あ
ふ
れ
た
魅
力
あ
る
海
上
文
化
都
市
が
誕
生
し

て
い
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

右
／
シ
テ
ィ
ー
ヒ
ル
。
都
市
機
能
ゾ
ー

ン
の
周
囲
を
と
り
か
こ
む
高
さ
６
１
術

ｍ
の
丘
。
湾
岸
と
都
市
地
区
の
間
に
あ

り
環
境
を
守
る
。

上
／
加
年
９
月
開
業
予
定
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
マ
ー
ト
。
ア
パ
レ
ル
常
股
展
示

場
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
、
約
伽
社
の
テ
ナ

ン
ト
が
入
る
。

水と緑がネットワークする街。都市機能ゾーンのシンボルのリバーモール（上) 。地域冷暖房シ
ステム、地域温水供給システム、ＣＡＴＶ事業、中水道システム等の施設が整備されている。

１
５１
１
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嶋
田
勝
次
〈
神
戸
大
学
工
学
部
建
築
学
科
教
授
〉

老
い
も
若
き
も
愛
さ
れ
る
街
に
！

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
を

■
特
集
神
戸
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

て
燈
神
戸
ハ
ー
パ
ー
ラ
ン
ド
地
区
は
、
今
、
現
地
の
建
築
が

つ
一
つ

密
歴
真
っ
最
中
で
あ
る
。
ダ
ン
プ
カ
ー
は
走
り
ま
わ
り
、
タ
ワ

鴎
唾
１
ク
レ
ー
ン
が
林
立
し
、
鉄
骨
む
き
出
し
の
中
に
煉
瓦
倉

》
癖
庫
が
保
全
さ
れ
、
そ
の
内
部
は
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
活
用

躍
識
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
そ
れ
と
対
照
的
に
新
し

》
斜
い
ピ
ル
が
い
く
つ
も
出
来
上
っ
て
き
て
い
る
。

力
嘩
そ
の
う
ち
最
初
期
に
完
成
し
た
総
合
児
童
セ
ン
タ
ー
や

犀
》
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
は
、
新
し
い
内
容
を
盛
り
込
む
こ

韮
》
睡
詐
識
鈴
亜
弦
蓉
蚕
睦
唖
雪
錘
奪
い
睡
睦
晴
の
豊
か
さ
を

如
雪
東
川
崎
・
橘
・
入
江
の
３
小
学
校
を
統
合
し
て
生
ま
れ

↓
感
た
湊
小
学
校
は
、
隣
接
す
る
盲
学
校
と
共
に
、
新
し
い
都

オ
Ｌ”虚

心
の
再
生
ま
で
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ぃ
霊
神
一
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
が
こ
の
よ
う
に
早
く
具
体
的
な

会
う北↓

形
を
表
わ
し
て
く
る
と
は
、
当
初
の
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の

Ｉ
オ畷や
ネ
ー
ミ
ン
グ
か
ら
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
選
定
か
ら
次
々
と

本
歌
矢
継
早
に
話
題
を
提
供
し
て
き
た
の
を
目
の
前
に
し
な
が

－
つ
、Ｈ

》
ら
も
、
そ
れ
で
も
こ
の
街
づ
く
り
の
形
が
着
々
と
実
体
に

△
遊
な
っ
て
き
て
い
る
姿
に
は
、
こ
ん
な
に
早
い
ス
ピ
ー
ド
の

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド

’
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だ
が
、
地
図
上
で
は
駅
の
東
に
位
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
っ
て
き
て
し
ま
う
。

っ
育
っ
て
行

▲煉瓦倉庫を改装し、中はレストランとして利用。▲第1 2 回神戸須磨離宮公園現代彫刻展で大賞を受
けた植松圭二さんの" 凪のとき－赤いかたち／浮' ' 。

１
５３
１

更
に
よ
り
よ
い
も
の
に

▲神戸ガスピル地域冷暖房プラント及び大阪
ガス（神戸支社）からなる工期陳と、専門店ゾ
ーンを中心とした「新しい文化・商業の複合施
設」のⅡ期棟で構成される。

諺
く
か
が
問
題
な
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
早
く
一
時
に
建

詫
築
だ
け
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
よ
り
も
、
い
つ
も
話
題
を
も

》
ち
つ
づ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
永
続
さ
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う

君
と
思
っ
て
い
る
。

》
や
は
り
ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り
で
あ
り
、
若
い
人

鐸
も
年
と
っ
た
人
か
ら
も
、
愛
さ
れ
つ
づ
け
る
ま
ち
に
ど
う

崖
し
た
ら
な
れ
る
の
か
、
み
ん
な
で
考
え
て
行
き
た
い
も
の

掃
討
で
あ
る
。

▲
く

▲煉瓦倉庫からの眺めもすばらしい。

議
が
行
な
わ
れ
た
。
今
回
は
ハ
ー
パ
ー
ラ
ン
ド
の
東
端
の

海
に
面
し
た
高
浜
岸
壁
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
に
広
大

ザ
イ
ン
だ
け
が
存
在
し
て
い
る
の
で
は
意
味
は
な
い
。

げ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

ま
と
め
あ
げ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
に
仕
上

な
建
築
計
画
の
チ
ェ

を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
立
地
は
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
の
ひ
と
つ

の
キ
ー
を
握
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
元
町
の
市
街
地

と
隣
接
し
て
お
り
、
ま
た
往
年
の
娯
楽
街
の
新
開
地
と
も

建
設

国
鉄
湊
川
貨
物
駅
跡
地
か
ら
、

そ
れ
も
淋
し
く
冷
た
い
デ

こ
れ
ま
で
い
く
つ
も
新
し
い
建
築
の
提
案
に
対
し
て
チ

てるつ
くとな

エ

暖
か
く
沢
山
の
人
に
愛
さ
れ
る
ま
ち
に
ど
』

旧
国
鉄
神
戸
駅
の
す
ぐ
南
側
と
勝
手
に
恩
っ

そ
ん
な
時
に
一
昨
日
も
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
景
観
調
整
会

ツ
ク
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

て
い
る
の

が
る
し
、
更
に
海
と
も
直
結
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

、
ま
す
ま
す
期
待
に
胸
ふ
く
ら
む
感
じ
が
強
く
な
つ

る
。 が

、
こ
ん
な
こ
と
で
よ
い
の
か
と
思
う
気
分
が
強
く

ツ
ク
で
あ
る
。 神

戸
市
街
地
西
部
の
再
生
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新
川
運
河

画
特
集
神
戸
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

明
渡
蒸
輔
〈
神
戸
市
港
湾
局
技
術
部
計
画
課
長
〉

神
戸
市
に
お
け
る
運
河
の
歴
史
は
古
く
（
明
治
７
年
開

削
着
手
）
、
物
流
生
産
の
場
、
小
型
の
船
舶
の
避
難
所
と

し
て
長
年
に
わ
た
り
利
用
さ
れ
、
港
湾
と
内
陸
部
を
結
ぶ

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。

し
か
し
、
最
近
の
運
河
に
は
物
流
機
能
の
み
で
な
く
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
な
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン

ト
と
し
て
の
再
開
発
の
要
請
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
か
ら
、
神
戸
市
港
湾
局
で
は
兵
庫
・

新
川
・
苅
藻
運
河
等
の
う
ち
、
運
河
利
用
者
と
の
調
整
が

可
能
で
あ
っ
た
新
川
運
河
に
お
い
て
、
憩
い
の
場
と
な
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
整
備
し
、
市
民

の
要
請
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
。

新
川
運
河
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
は
、
入
江
橋
と
大
輪
田
橋

（
兵
庫
区
切
戸
町
）
・
の
間
の
水
域
に
整
備
す
る
も
の
で
、

延
長
約
三
三
○
ｍ
、
幅
約
一
○
ｍ
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
設

け
、
途
中
に
は
ベ
ン
チ
や
パ
ー
ゴ
ラ
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
北
側
に
は
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
駐
車
場
を
整
備
す
る
。

ま
た
、
南
側
に
は
広
場
等
を
整
備
し
、
利
用
者
が
気
軽
に

散
歩
や
休
息
が
で
き
る
空
間
と
な
る
よ
う
に
整
備
を
進
め

１
５４
１

市
民
の
憩
え
る
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に

兵
庫
の
新
川
運
河
を

▲新川運河周辺
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る
こ
と
と
し
平
成
元
年
皮
よ
り
着
手
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
対
策
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
同
地

区
周
辺
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
歴
史
の
道
」
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
と
有
機
的
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
平
成
４
年
度

の
完
成
を
目
指
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

▲完成イメージパース
▼大輪田橋
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を
目
指
し
て

圏
特
集
神
戸
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

平
尾
鉄
男
〈
神
戸
市
農
政
局
生
産
振
興
課
主
幹
〉

人
と
海
と
魚
の
ふ
れ
あ
い
の
場

「
マ
リ
ン
ピ
ァ
神
戸
」
は
、
現
垂
水
漁
港
、
栽
培
漁
業

セ
ン
タ
ー
、
海
づ
り
公
園
、
明
石
海
峡
大
橋
及
び
五
色
塚

古
墳
等
の
諸
施
設
と
連
盤
し
て
、
活
鮮
魚
の
消
費
基
地
や

高
級
魚
介
類
の
稚
魚
の
育
成
基
地
と
し
て
、
ま
た
新
し
い

神
戸
の
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
海
洋
リ
ゾ
ー
ト
地
と

し
て
整
備
す
る
と
と
も
に
、
緑
地
、
渚
等
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
施
設
を
併
設
し
、
海
の
文
化
の
継
承
と
地
域
の

活
性
化
及
び
環
境
整
備
を
図
り
、
快
適
な
都
市
環
境
を
創

出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
建
設
地
の
周
辺
地
域
と
調
和
し
た
美
し
く
新
た
な

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
、
基

本
テ
ー
マ
と
し
て
『
海
、
漁
、
街
の
讃
歌
」
『
人
と
海
と

魚
の
ふ
れ
あ
い
の
場
』
を
、
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て
「
サ
ン

ラ
イ
ズ
ー
サ
ン
セ
ッ
ト
・
明
石
海
峡
大
橋
を
楽
し
め
る
街
」

「
運
河
と
瓦
屋
根
の
街
」
、
「
活
魚
を
核
と
し
た
活
力
の
あ

る
街
」
を
掲
げ
、
上
図
（
計
画
構
想
図
）
の
よ
う
に
整
備

を
行
う
。

建
設
地
は
、
現
垂
水
漁
港
西
側
の
沖
合
約
四
百
三
十
メ

ー
ト
ル
に
建
設
し
た
南
防
波
堤
の
内
側
に
、
東
西
約
六
百

マ
リ
ン
ピ
ァ
神
戸

マリンピア神戸（計画構想図）
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１
５７
１

メ
ー
ト
ル
、
海
岸
線
か
ら
約
三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
十
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
埋
め
立
て
、
総
面
積
十
八
。
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
土
地
を
左
表

つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
、
施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

土地利用・施設整備計画

（
土
地
利
用
・
施
設
整
備
計
画
）
の
八

平
成
三
年
一
月
に
護
岸
等
の
外
郭
施
設
の
建
設
工
事
に

着
手
し
て
お
り
、
六
年
度
に
は
土
地
造
成
を
完
了
し
、
明

石
海
峡
大
橋
が
完
成
す
る
九
年
度
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
計

画
で
あ
る
。

名 称

渚の公園

５．８ｈａ

海洋牧場
１．８ｈａ

海中の楽園

3.2ｈａ

海辺のお祭り広場
1.1ｈａ

防波堤広場

運河通り
2.1ｈａ

都市型多目的
宿泊施設用地
2.3ｈａ

活魚の公園
2.2ｈａ

計

緑 地

ウォーターフロント用地

魚介の産卵・育成場用地

宿泊研修施設用地

遊漁船等用業務施設用地

文化振興広場

海づり・散策広場

ショッピング通り

リゾートホテル用地

魚市場用地

関連用地

面積

3.6ｈａ

２．２

1.8

2 . 3

0 . 9

1.1

延長
9 6 0 ｍ

2 . 1

2 . 3

0 . 4

1 . 8

約
１８．５ｈ

施 設等

緑地

漁村風量、渚公園（磯遊場）

ヒラメ、タイ、チヌ、アジ、カニ、
フグ、アワビ、サザエ等( 水深６ｍ）

サンセット・ハーパー、宿泊研修施
設、海中遊歩道

遊漁船、研修用モーター・ボート、
クルーザーの発着場

文化振興広場、子供の遊び場、海上
ステージ

渡橘、海づり公園

活魚供給施設、ショッピングセンタ
ー、猪と運河と瓦屋根の街、駐車場

リゾートホテル
（シンポルタワー兼用2 5 Ｆ）

大ホール､ 会議場､ プール､ 駐車場等

朝市、活魚館、サンライズ広場、駐
車場

活魚蓄義施設、天日千場

(埋立面積17 . O h a）
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拠
点
と
し
て
の
役
割
に
期
待

回
特
集
神
戸
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

〃
国
内
の
空
“
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

六
月
十
日
、
神
戸
国
際
会
館
で
、
「
神
戸
空
港
推
進
大

会
」
が
神
戸
空
港
建
設
促
進
協
議
会
主
催
で
開
か
れ
た
。

〃
神
戸
に
空
港
を
〃
の
声
は
、
地
元
・
神
戸
の
各
界
の
熱

い
思
い
を
込
め
て
、
今
、
全
市
的
に
広
が
っ
て
い
る
。

神
戸
空
港
の
基
本
計
画
は
次
の
様
に
な
る
。

ま
ず
空
港
の
種
類
で
あ
る
が
、
第
三
種
空
港
、
つ
ま
り

地
方
公
共
団
体
が
設
置
し
、
管
理
す
る
空
港
で
あ
る
。
建

設
予
定
位
置
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
（
第
二
期
工
区
）

の
沖
合
い
約
三
キ
ロ
。
二
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
を

一
本
も
つ
約
三
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
海
上
空
港
で
、
神
戸
、

阪
神
間
と
、
そ
の
周
辺
地
域
を
含
め
て
、
約
五
○
○
万
人

の
都
市
圏
に
お
け
る
航
空
利
用
者
の
利
便
を
図
り
、
兵
庫

県
地
域
航
空
シ
ス
テ
ム
の
母
港
と
す
る
こ
と
が
目
論
ま
れ

て
い
る
。

神
戸
空
港
の
特
長
と
し
て
は
⑩
都
心
に
近
接
し
、
航
空

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
高
い
、
都
心
機
能
と
直
結
し
た
都
心
型

大
都
市
空
港
②
多
方
面
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

国
内
線
の
拠
点
空
港
③
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
利
用
者

に
と
っ
て
便
利
で
利
用
し
や
す
い
ユ
ー
ザ
ー
フ
レ
ン
ド
リ

神
戸
空
港

神戸空港の付需回
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地
域
の
主
体

瀞謹馨錘蕊識鍔狩需

神
戸
空
港
は

そ
の
役
割
が

吋

訟
、

、
Ｅ
剖
鐸
ス
ｐ

畦

糸鰯

R 甚狙咳倖

〕
神
戸
空
港
の
調
査
お
よ
び
建
設
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
し
て
、
地
元
の
兵
庫
県
・
神
戸

市
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
基
礎
調

査
を
開
始
し
、
平
成
二
年
五
月
に
基
本
計

画
を
策
定
、
平
成
三
年
度
以
降
、
斑
境
影

響
調
査
、
空
港
設
殻
許
可
、
埋
立
免
許
、

工
事
着
手
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

開
港
目
標
は
諺
平
成
十
年
頃
と
さ
れ
て

い
る
が
、
旅
客
需
要
と
し
て
は
、
平
成
十

二
年
度
に
年
間
二
四
○
万
人
、
一
・
三
万

回
発
着
（
一
日
当
た
り
三
十
六
便
）
、
同

二
十
二
年
度
に
は
年
間
五
七
○
万
人
、
三
・

○
万
回
発
殖
（
一
日
当
た
り
八
十
二
便
）

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
左
は
、
空
港
の
完

成
予
想
図
。
ポ
ー
ア
イ
の
沖
合
い
三
キ
ロ

の
地
点
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
神
戸
空
港

位
置
図
と
上
の
空
港
島
の
土
地
利
用
イ
メ

ー
ジ
図
は
、
「
神
戸
空
港
基
本
計
画
検
討

委
員
会
報
告
香
」
（
平
成
二
年
五
月
）
か

や
ら
。

空
保
安
施
設
整
備
部
会
）
中
間
と
り
ま
と
め
中
の
「
な
お

今
後
、
空
港
を
核
と
し
た
街
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
域
の
創
意
工
夫
を
も
と
に
、

る
国
内
空
港
と
し
て
、
単
な
る
空
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
だ
け
で

は
な
く
、
人
々
が
ふ
れ
あ
い
、
情
報
を
発
信
す
る
都
市
と

し
て
の
様
々
な
機
能
を
分
担
し
て
い
る
。
一
方
、
大
阪
国

際
空
港
に
対
し
て
は
、
ピ
ー
ク
時
の
負
担
を
軽
減
し
、
ま

た
、
建
設
中
の
関
西
新
空
港
に
対
し
て
は
、
海
上
ア
ク
セ

ス
な
ど
の
利
用
に
よ
り
、
国
内
線
か
ら
国
際
線
へ
の
乗
り

継
ぎ
を
補
完
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
る
。

神
戸
市
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
文
化
な
ど
の
新
し
い
情

報
を
発
信
し
て
行
く
多
種
機
能
型
複
合
都
市
と
し
て
、
人
．

ー
な
空
港
凶

対
応
可
能
な

多
様
な
都
市

海
上
空
港
の

乗
的
な
効
果

モ
ノ
・
情
報
の
交
流
拠
点
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、

平
成
二
年
八
月
二
十
四
日
の
航
空
審
議
会

例
周
辺
地
域
に
お
け
る
公
害
の
防
止
と
自
然
環
境
の
保
全

に
十
分
配
慮
し
た
公
害
の
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る

こ
の
よ
う
に
神
戸
空
港
は
、
都
心
に
近
い
利
便
性
の
あ

海
事
。
港
湾
従
事
者
の
雇
用
の
促
進
な
ど
に
資
す
る
空
港

要
が
あ
る
」
（
第
６
次
空
港
整
備
五
箇
年
計
画
の
基
本
的

考
え
方
よ
り
）
と
の
方
向
に
沿
っ
て
、
神
戸
市
民
の
総
意

で
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
強
力
に
推
進
し
て
行
き
た
い
も

発
と
一
体
的
に
空
港
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
検
討
す
る
必

の
で
匙
あ
る
。

的
な
役
割
が
発
揮
さ
れ
る
方
向
で
、
周
辺
開

（
空
港
。
航

、
国
内
の
空
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
と
し
て

大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
新
し
い
航
空
ニ
ー
ズ
に

空
港
⑤
情
報
、
商
業
、
業
務
、
娯
楽
機
能
な
ど

的
機
能
を
も
包
含
し
た
多
種
機
能
型
空
港
⑥

特
性
を
生
か
し
て
港
湾
と
の
連
携
に
よ
り
相

を
発
揮
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
高
度
化
、
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ロ
エ
ッ
セ
イ

公
儀
お
庭
番
首
領
服
部
半
蔵
が
将
軍
に
呼
ば
れ
、
忍
者
の
極
意

を
見
せ
て
貰
い
た
い
と
言
わ
れ
た
。
半
蔵
は
し
ば
ら
く
思
案
し
た

後
、
座
敷
の
襖
を
開
け
敷
居
の
上
を
音
も
な
く
歩
き
、
「
殿
、
こ

れ
が
忍
者
の
極
意
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
え
た
と
い
う
。
す
な
わ

ち
、
敷
居
と
同
じ
よ
う
な
板
が
深
い
谷
に
架
か
っ
て
い
よ
う
と

も
、
真
の
忍
者
な
ら
敷
居
の
上
を
歩
く
の
と
同
様
に
歩
く
こ
と
が

で
き
る
が
、
常
人
で
は
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
と
言
っ
た
そ
う
で

あ
る
。私

が
こ
の
話
を
雑
誌
で
読
ん
だ
の
は
、
医
学
部
を
卒
業
し
た
昭

和
記
年
頃
で
あ
っ
た
と
思
う
。
外
科
医
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ

た
私
は
、
様
々
な
臨
床
場
面
に
直
面
す
る
度
に
、
こ
の
忍
者
の
極

意
は
医
者
の
極
意
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
外
科
医
は
注
射
や
創
の
縫
合
と
い
っ
た
基
本
手
技
か
ら

種
々
の
手
術
手
技
に
到
る
ま
で
多
く
の
技
術
を
習
得
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
患
者
の
体
型
・
体
格
は
千
差
万
別
で
あ
り
、
重
症

度
、
緊
急
度
も
異
な
る
た
め
、
同
じ
医
療
を
施
行
す
る
に
当
た
っ

て
も
難
易
度
に
大
き
な
差
が
生
じ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

一
例
を
上
げ
て
み
よ
う
。
出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
の
患
者
が
運
び
込

ま
れ
た
。
原
因
は
と
も
か
く
救
命
の
た
め
に
は
緊
急
の
輪
液
、
輸

血
が
必
要
で
あ
る
。
先
ず
な
す
べ
き
こ
と
は
静
脈
確
保
（
点
滴
の

針
を
入
れ
る
こ
と
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
シ
ョ
ッ
ク
患
者
の
血
管

は
収
縮
し
て
お
り
静
脈
確
保
は
容
易
で
は
な
い
。
通
常
の
点
滴
技

沢
田
勝
寛
八
医
療
法
人
新
須
磨
病
院
外
科
医
長
Ｖ

マ
ン
ガ
／
高
橋
孟

新
し
い
胆
石
治
療
に
つ
い
て

ｌ
忍
者
の
極
意
と
医
者
の
極
意
に
よ
る
考
察

術
だ
け
で
は
こ
の
患
者
を
救
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
頚
部
や
大
腿

部
の
太
い
静
脈
に
針
を
刺
す
技
術
が
必
要
で
あ
る
。
決
し
て
慌
て

な
い
平
常
心
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
敷
居
の
上

を
歩
け
て
も
断
崖
に
架
か
つ
た
板
の
上
を
歩
け
な
い
医
者
は
無
力

で
あ
り
、
「
医
者
の
極
意
」
を
掴
ん
だ
医
者
は
言
え
な
い
の
で
あ

る
。同

じ
こ
と
が
手
術
を
行
な
う
と
き
に
も
当
て
は
ま
る
。
通
常
、

手
術
は
術
前
診
断
に
基
づ
き
術
式
を
予
め
決
定
し
行
な
わ
れ
る
。

１
６０
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



■
昭
和
弱
年
神
戸
大
学
医
学
部
卒
。
神
戸
大
学

医
学
部
第
２
外
科
学
教
室
、
県
立
淡
路
病
院
外

科
を
経
て
、
昭
和
礎
年
か
ら
新
須
磨
病
院
外
科

へ
勤
務
し
、
現
在
に
至
る
。

’
6１
１

来
、
治
療
法
と
し
て
は
内
服
薬
に
よ
る
胆
石
溶
解
療
法
か
手
術
に

よ
る
胆
嚢
摘
出
術
し
か
無
く
、
溶
解
療
法
の
治
療
効
果
が
あ
ま
り

期
待
で
き
な
い
た
め
、
治
療
の
主
流
は
手
術
で
あ
っ
た
。

数
年
前
、
ド
イ
ツ
で
体
外
衝
撃
波
を
用
い
た
胆
石
破
砕
療
法
が

開
発
さ
れ
た
。
こ
れ
は
機
械
的
に
作
っ
た
衝
撃
波
を
胆
石
に
狙
い

を
つ
け
て
体
外
か
ら
当
て
て
胆
石
を
破
砕
す
る
方
法
で
、
患
者
に

と
っ
て
ほ
と
ん
ど
苦
痛
が
無
く
治
療
時
間
も
短
く
て
す
む
画
期
的

な
治
療
法
で
あ
る
。
た
だ
胆
石
の
性
状
、
胆
嚢
の
性
状
に
よ
っ
て

治
療
の
適
応
が
か
な
り
限
定
さ
れ
る
と
い
う
欠
点
は
あ
る
も
の

の
、
適
応
胆
石
で
あ
れ
ば
一
時
間
程
度
の
治
療
で
胆
石
が
破
砕
消

失
し
て
し
ま
う
症
例
も
あ
る
。

も
う
一
つ
の
新
し
い
治
療
法
に
二
年
前
に
フ
ラ
ン
ス
で
初
め
て

行
な
わ
れ
、
そ
の
後
欧
米
で
爆
発
的
に
広
ま
っ
た
腹
腔
鏡
を
用
い

た
胆
嚢
摘
出
術
が
あ
る
。
腹
腔
鏡
と
は
腹
腔
（
お
腹
の
中
）
を
覗

く
細
長
い
筒
の
こ
と
で
、
こ
の
先
に
ピ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
付
け
モ
ニ

タ
ー
テ
レ
ピ
に
映
し
出
さ
れ
た
胆
嚢
を
見
な
が
ら
、
別
の
小
さ
な

穴
か
ら
挿
入
し
た
細
長
い
鈴
子
（
挟
ん
だ
り
、
切
っ
た
り
す
る
道

具
）
を
用
い
て
、
胆
嚢
を
切
除
し
体
の
外
へ
取
り
出
す
の
で
あ
る
。

手
術
は
全
身
麻
酔
で
行
な
う
が
、
普
通
の
開
腹
手
術
に
比
べ
て
創

が
極
め
て
小
さ
い
の
で
（
５
，
１
ｍ
ｍ
の
創
が
４
カ
所
だ
け
）
、

術
後
の
痛
み
が
少
な
く
、
腸
の
動
き
が
早
く
回
復
す
る
た
め
術
後

１
１
２
日
で
歩
行
も
食
事
摂
取
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
傷
跡
も
ほ

と
ん
ど
目
立
た
な
く
な
り
美
容
上
も
有
利
で
あ
る
。
胆
嚢
の
変
形

が
少
な
く
、
腹
部
手
術
の
既
往
が
な
け
れ
ば
こ
の
手
術
の
適
応
と

な
る
の
で
、
破
砕
療
法
よ
り
は
適
応
症
例
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
溶
解
療
法
か
手
術
し
か
な
か
っ
た
胆
石
治
療
に

新
し
い
二
つ
の
治
療
法
が
開
発
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
患
者
に

と
っ
て
は
選
択
肢
が
増
え
て
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
医
者
に

と
っ
て
は
こ
の
二
つ
の
治
療
法
を
自
分
の
持
ち
駒
に
加
え
ね
ば
、

胆
石
治
療
に
お
け
る
「
医
者
の
極
意
」
を
掴
ん
だ
と
は
言
え
な
く

な
り
、
今
後
一
層
の
精
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

弾弔
尾需Ｗ幌母？弔呼弼犀群” ﾛ E ーｍ面

騨

し
か
し
手
術
中
に
術
式
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ
る
。

こ
の
時
に
予
定
手
術
し
か
出
来
な
い
外
科
医
で
は
困
る
わ
け
で
、

手
術
中
に
生
じ
る
様
々
な
問
題
を
解
決
で
き
て
初
め
て
真
の
外
科

医
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、
「
医
者
の
極
意
」
と
は
、
様
々
な

病
態
の
変
化
に
対
応
し
適
切
な
処
置
が
で
き
る
幅
広
い
能
力
、
す

な
わ
ち
治
療
手
段
と
し
て
の
持
ち
駒
の
豊
富
さ
と
言
え
る
の
で
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

最
近
、
胆
石
治
療
に
お
い
て
新
し
い
持
ち
駒
と
い
う
べ
き
画
期

的
な
二
つ
の
治
療
法
が
開
発
さ
れ
た
。

胆
石
症
と
は
肝
臓
の
下
に
あ
る
胆
嚢
に
で
き
た
結
石
の
た
め

に
、
お
腹
が
痛
く
な
っ
た
り
、
熱
が
出
た
り
、
黄
痘
が
出
る
病
気

で
あ
る
。
胆
石
の
４
Ｆ
…
…
句
貝
感
（
如
歳
）
、
恩
博
（
色
白
）
、

恩
雰
胃
（
小
太
り
）
、
句
の
日
巴
の
（
女
性
）
…
…
と
い
っ
て
、
如
歳

以
上
の
色
白
、
ぽ
っ
ち
ゃ
り
型
の
女
性
に
多
く
見
ら
れ
る
。
従

さ
わ
だ
か
つ
ひ
ろ
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口
座
談
会
出
席
者
八
敬
驚
・
順
不
同
ｖ

ｌ
命
〉

司
会
五
月
二
十
七
日
、
待
望
の
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
神
戸
が
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
都
市
を
目
指
し
て
か
ら
二
十
年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

間
、
ポ
ー
ト
ピ
ァ
Ⅷ
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
建
設
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
タ
ウ
ン
な
ど
が
あ
り
、
今
、
多
数
の
企
業
や
官
庁
の
協
力
で
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
が
発
足
し
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
意
義
深
い

こ
と
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
協
会
設
立
の
経
緯
、
感
想
と
い
っ
た

☆
業
種
を
越
え
て
、
積
極
的
に
街
全
体
で
盛
り
上
げ
た
い

木
口
衛
命
一
汚
璽
纏
謬
ソ
〉

川
上
勉
〈
蕊
瀧
謡
鯉
爵
ル
〉

松
宮
隆
男
〈
雛
麓
詫
ゾ
フ
〉

中
内
力
〈
雲
総
譲
鱗
鮭
ァ
〉

藤
本
ハ
ル
ミ
八
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
－
Ｖ

総
合
力
で
夢
の
実
現
を

こ
と
か
ら
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
協
会
の
副
会
長

で
も
あ
る
Ｋ
Ｆ
Ａ
理
事
長
の
木
口
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

木
口
粁
余
曲
折
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
大
勢
の
方
々
に
ご
参
加

を
頂
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
業
種
を
網
羅
し
た
す
ば
ら
し
い
ス
タ
ー

ト
が
切
れ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
の
活
動
は
ま
さ
に
こ

れ
か
ら
な
ん
で
す
ね
。

川
上
世
界
に
向
か
っ
て
と
い
う
大
き
な
も
の
か
ら
、
小
は
生
活

文
化
を
ど
の
よ
う
に
導
い
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ま

た
協
会
の
果
た
す
役
割
は
随
分
と
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
の
協

会
の
ス
タ
ー
ト
は
本
当
に
め
で
た
い
こ
と
で
す
。

松
宮
い
ろ
ん
な
業
種
の
集
ま
り
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず
共
通
項

が
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
意
味
で

は
神
戸
の
街
の
イ
メ
ー
ジ
は
非
常
に
高
い
で
す
よ
ね
。
ど
こ
へ
行

っ
て
も
「
神
戸
は
い
い
街
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
の
榊
成
メ
ン
バ
ー
も
非
常
に
す
ば
ら
し
い

し
、
神
戸
は
美
し
く
、
楽
し
く
、
暖
か
く
、
遊
べ
る
街
な
ん
で
す

が
、
い
ま
ひ
と
つ
、
そ
の
実
態
を
上
手
に
宣
伝
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

都
市
の
広
報
と
い
う
か
、
イ
メ
ー
ジ
の
宣
伝
の
仕
方
に
ま
だ
欠

け
た
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
協
会
は
そ
う
い
う
方
面
の
仕

事
を
や
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切
か
な
ぁ
と
。
ま
た
一
番
忘
れ
て
な

ら
な
い
こ
と
は
、
原
点
は
お
客
さ
ま
で
す
か
ら
、
神
戸
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
お
客
さ
ん
と
か
、
神
戸
の
商
品
を
お
買
い
上
げ
に
な
る
お

客
さ
ん
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
数
多
い
構
成
メ
ン

バ
ー
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
足
並
み
を
揃
え
る
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

藤
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
と
き
、
神
戸
で
は
ト
ー
タ
ル
な
生

ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ロ
国
際
文
化
都
市
神
戸
を
考
え
る
（
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
設
立
に
際
し
て
） １

６２
１

木口衛さん
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活
文
化
を
指
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
組
織
化
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
拝
見
し
ま
す
と
神
戸
ら
し
い
と
い
い
ま
す
か
、
「
や

わ
ら
か
頭
」
と
い
う
こ
と
で
、
重
工
業
ま
で
参
加
さ
れ
て
い
る
の

が
楽
し
い
し
、
非
常
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

中
内
ホ
テ
ル
で
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
る
の
で
イ
ブ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス

を
買
う
と
か
、
タ
キ
シ
ー
ド
を
着
る
と
か
、
ま
た
真
珠
の
ネ
ッ
ク

レ
ス
を
買
う
と
い
う
風
に
、
一
見
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
係
が
な
い

と
思
わ
れ
る
ホ
テ
ル
が
、
実
は
非
常
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
最
近
、
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
人
の
食
生
活
も
、
二
回
に
一
回
は
外
食
と
い
っ
た

比
率
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
食
事
に
行
く
こ
と

が
生
活
そ
の
も
の
と
い
っ
た
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
で
す
か
ら
レ

ス
ト
ラ
ン
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
で
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
勉
強
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。藤

本
今
回
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
と
い
う
組
織
が
で
き
ま
し
た
か

ら
、
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
今
ま
で

三
年
、
ワ
ー
ル
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
を
や
り
ま
し
た
が
、
神

戸
の
企
画
と
い
う
の
は
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
、
東
京
な
ど
か
ら
も

注
目
さ
れ
ま
し
た
。
外
国
の
方
に
言
わ
せ
る
と
、
東
京
の
次
が
神

戸
と
言
わ
れ
る
の
が
残
念
で
す
が
、
皆
さ
ん
本
当
に
一
所
懸
命
や

っ
た
か
い
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
初
、
ス
ペ
イ
ン
で
や
っ
て
、
次
が
ウ
ィ
ー
ン
、
さ
ら
に
ミ
ラ

ノ
と
続
け
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
経
験
か
ら
申
し
ま
す
と
、
日
本
で

は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
シ
ョ
ー
自
体
は
非
常
に
い
い
感
じ
で
行
わ

れ
て
、
そ
の
場
だ
け
は
爆
発
的
な
人
気
を
集
め
る
の
で
す
が
、
街

全
体
の
関
わ
り
方
が
非
常
に
ま
ず
い
と
思
う
ん
で
す
。
折
角
、
そ

う
い
う
こ
と
を
や
る
ん
だ
っ
た
ら
、
例
え
ば
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ

ー
ク
の
よ
う
な
も
の
を
設
定
し
て
、
そ
の
時
に
は
商
店
街
も
一
緒

に
燃
え
る
し
、
街
全
体
が
そ
う
い
う
ム
ー
ド
に
な
る
と
い
う
風
に
。

松
宮
商
売
と
い
う
の
は
、
お
の
お
の
が
や
っ
て
ま
す
か
ら
ね
。

下
地
に
長
い
神
戸
の
歴
史
が
あ
り
、
実
体
が
あ
っ
て
、
人
間
模
様

が
あ
っ
て
風
土
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
い
き
な
り
変
え
る
と

い
う
の
は
無
理
な
面
も
あ
り
ま
す
。
い
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

驚爵

中内力さん 上勉さん

１
６３
１

藤本ハルミさん 松宮隆男さん
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１
６４
１

が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
ね
。

★
人
、
地
域
、
世
界
を
結
ぶ
都
市
の
デ
ザ
イ
ン
を

木
口
先
日
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
行
っ
た
の
で
す
が
、
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
と
は
、
ま
る
っ
き
り
街
の
雰
囲
気
が
、
違
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
だ
け
で
も
い
け
な
い
。
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
だ
け
で
も
い
け
な
い
。
両
方
が
道
路
で
つ
な
が
れ

ば
、
他
の
都
市
に
は
な
い
す
ご
い
街
が
で
き
ま
す
。
せ
っ
か
く
こ

れ
だ
け
の
立
派
な
も
の
が
で
き
て
も
、
行
政
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協

会
が
一
緒
に
な
っ
て
、
こ
れ
を
使
い
切
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
の
一
番
の
関
心
事
で
す
よ
。

藤
本
神
戸
っ
て
街
は
、
山
が
あ
っ
て
海
が
あ
っ
て
、
景
観
が
非

常
に
よ
い
と
い
う
こ
と
が
、
他
都
市
に
比
べ
て
大
き
な
財
産
で
す

か
ら
ね
．
そ
の
う
え
に
、
人
工
的
な
面
で
そ
う
い
う
も
の
が
完
成

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
層
立
派
な
舞
台
が
で
き
る
っ
て
い
う

こ
と
で
し
よ
。

中
内
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
の
原
型
が
ダ
ラ
ス
に
あ
る
ん
で
す

よ
。
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
日
本
に
も
、
と
い
う
こ
と
で
初
め
て
六

甲
ア
イ
ラ
ン
ド
で
や
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
ダ
ラ
ス
の
ワ
ー
ル
ド

ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
に
は
、
全
米
の
バ
イ
ヤ
ー
が
集
ま
る
。
六
甲

ア
イ
ラ
ン
ド
に
そ
れ
が
で
き
て
、
日
本
全
国
や
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

バ
イ
ヤ
ー
が
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う
く
ら
い
魅
力
の
あ
る
も
の
が

で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
ん
で
す
。

日
本
は
卸
し
の
流
通
機
構
が
か
な
り
強
力
に
で
き
上
が
っ
て
ま

し
た
ん
で
、
そ
う
い
っ
た
形
の
も
の
が
な
い
ん
で
す
。
本
格
的
な

ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
が
今
ま
で
に
日
本
に
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ

が
日
本
で
成
功
す
る
か
ど
う
か
、
大
変
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
の
趣
旨
の
中
に
、
神
戸
の
将
来
の
都

市
づ
く
り
を
ど
う
考
え
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す

け
ど
ね
。
街
を
ど
う
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
か
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

を
す
ば
ら
し
い
も
の
に
す
る
。
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
を
す
ば
ら
し
い

も
の
に
す
る
。
そ
の
街
々
の
集
積
効
果
、
相
乗
効
果
を
ど
う
あ
げ

て
い
く
か
。
言
い
か
え
れ
ば
ハ
イ
セ
ン
ス
で
個
性
に
富
ん
だ
輝
く

ば
か
り
の
街
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
の
つ
く
っ
た
街
々
が
、
相
乗

を
知
ら
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
大
き
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
し
、
で
き
れ
ば
、
プ
ロ
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
を
地
域
ぐ
る

み
で
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
し
て

も
プ
ロ
が
居
な
い
と
成
り
立
つ
話
で
は
な
い
ん
で
、
プ
ロ
の
学
校

が
た
く
さ
ん
で
き
る
と
か
、
世
界
中
の
色
ん
な
先
生
が
集
ま
っ
て

水
準
が
上
が
る
と
か
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
の
は
大
き
い
な
あ
と

思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
六
十
年
た
っ
て
最
近
や
っ
と
思
い
つ
い
た
の
で
す
が

広
報
と
い
い
、
情
報
の
発
信
と
い
う
の
も
情
緒
的
な
も
の
で
な
い

か
と
。
人
間
と
い
う
の
は
道
理
で
は
説
得
で
き
な
い
、
結
局
情
緒

で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ま
さ
に

「
お
祭
り
大
好
き
」
の
時
代
で
す
か
ら
、
お
祭
り
の
仕
組
み
が
大

切
で
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
も
含
め
て
、
お
祭
り
を
ど
う
仕

組
む
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
も
り
ひ
と
つ
は
、
会
社
と
一
緒
で
、

お
金
と
人
と
物
と
い
う
の
は
限
り
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
神
戸
で
な

け
れ
ば
と
い
う
こ
と
を
重
点
集
中
的
に
や
っ
た
方
が
、
広
報
も
や

り
や
す
い
で
す
わ
ね
。
い
ま
色
々
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

総
花
的
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
切
り
口
を
絞
っ

て
、
神
戸
は
こ
れ
を
や
る
、
と
い
う
よ
う
に
集
中
し
た
方
が
、
広

報
も
や
り
や
す
い
で
す
よ
ね
。
エ
ッ
ジ
が
き
い
て
い
な
い
と
や
り

に
く
い
し
、
そ
う
い
う
仕
組
み
た
い
な
も
の
が
必
要
で
す
ね
。

中
内
ま
だ
、
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ア
パ
レ
ル
と
真
珠
を

は
じ
め
と
す
る
宝
飾
品
の
ふ
た
つ
が
主
導
し
て
い
て
、
そ
れ
に
他

の
業
種
が
つ
い
て
い
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
で
す
か
ら

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
が
で
き
た
の
を
契
機
に
、
参
加
し
て
い
る
業

種
が
そ
れ
ぞ
れ
積
極
的
に
動
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
い
ま
ま

で
は
、
呼
び
か
け
ら
れ
た
ら
そ
れ
に
応
じ
る
と
い
う
受
け
身
の
部

分
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
ど
う
切
り
換
え
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
が
課
題
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

昨
年
、
一
昨
年
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
で
、
グ
ル
メ
の
フ
ェ

ア
も
や
っ
て
い
た
だ
い
て
、
ホ
テ
ル
も
レ
ス
ト
ラ
ン
も
そ
れ
ぞ
れ

参
加
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
や
は
り
見
て
ま
す
と
、
声
掛
け
ら
れ

た
か
ら
つ
き
合
わ
な
い
か
ん
な
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
今
後
は
、

業
種
ご
と
に
企
画
を
持
っ
て
、
も
っ
と
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
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木
口
い
ろ
ん
な
発
想
を
出
し
て
も
ら
っ
て
、
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
実
現
す
る
。
そ
う
す
る
と
神
戸
は
も
っ
と
光
っ
た
も
の
に

な
る
。
え
え
と
思
う
こ
と
は
み
ん
な
で
賛
成
し
て
や
ろ
う
と
。

松
宮
都
市
は
お
客
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
か
な
い
と
い
け
な
い
。

と
く
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
往
来
が
激
し
く
な
ら
な
い
と
だ
め
で
す

ね
。
も
う
ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
家
族
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
楽
し

め
る
と
い
う
要
素
も
ど
う
し
て
も
必
要
な
気
が
し
ま
す
。

川
上
デ
ザ
イ
ン
シ
テ
ィ
ー
に
は
、
外
国
人
用
に
三
分
の
一
の
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
ん
で
す
よ
幻
神
戸
だ
け
で
固

ま
り
ま
し
ょ
う
で
は
な
い
ん
で
す
。
神
戸
に
な
い
セ
ン
ス
と
個

性
、
機
能
を
持
つ
デ
ザ
イ
ン
企
業
、
オ
フ
ィ
ス
、
ア
ト
リ
エ
、
そ

効
果
を
生
み
出
し
て
、
そ
の
循
環
が
さ
ら
に
効
果
を
誘
発
し
合
っ

て
、
そ
こ
か
ら
、
地
域
と
し
て
の
集
積
パ
ワ
ー
、
総
合
力
を
限
り

な
く
発
展
さ
せ
て
い
く
。
そ
う
あ
る
た
め
に
何
を
や
る
べ
き
か
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
じ
ゃ
あ
、
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と

提
言
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
、
今
、
造
成
中
の
第
二
期
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
の
予
定
地
に
別
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
テ
ィ
ー
を
建
設
す
る
こ
と
な
ん
で

す
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
シ
テ
ィ
ー
を
起
爆
剤
に
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

や
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
ま
た
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
や
、
元
町
、
旧

居
留
地
、
北
野
町
と
か
西
神
戸
、
北
神
戸
と
い
っ
た
神
戸
各
地
に

相
乗
効
果
発
生
を
促
し
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た
、
美
し
く
、
潤
い
の

あ
る
街
を
実
現
し
て
い
く
。
そ
し
て
他
の
各
都
市
に
も
デ
ザ
イ
ン

都
市
建
設
計
画
を
触
発
し
て
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
神

戸
が
リ
ー
ド
し
て
い
け
れ
ば
、
こ
れ
は
楽
し
み
で
す
ね
。
街
を
ど

う
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
か
と
い
う
の
が
大
切
な
時
だ
と
思
っ
て
ま

す
の
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
す
ね
。

中
内
創
世
紀
に
向
け
て
バ
ラ
色
の
構
想
を
打
ち
上
げ
て
い
た
だ

い
て
、
大
賛
成
で
す
ね
。
外
部
か
ら
神
戸
を
見
た
場
合
、
た
だ
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
で
き
れ
い
な
街
と
い
う
だ
け
で
、
も
う
ひ
と
つ

強
力
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
な
い
。
い
ま
ま
で
お
話
に
出
た
よ
う
な
ハ

ー
ド
で
視
覚
に
訴
え
る
も
の
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と
思
う
ん
で

す
。
そ
う
い
う
点
で
、
デ
ザ
イ
ン
シ
テ
ィ
ー
構
想
を
ぜ
ひ
実
現
し

て
下
さ
い
よ
。

藤
本
神
戸
の
街
と
い
う
の
は
、
人
口
の
多
い
大
阪
や
東
京
で
は

ひ
と
つ
の
業
界
が
集
ま
る
の
は
簡
単
な
ん
で
す
が
、
異
業
種
の
交

流
と
い
う
点
で
は
難
し
い
。
神
戸
人
の
性
格
と
い
う
か
社
交
性
か

ら
、
神
戸
で
は
み
ん
な
親
し
く
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら

は
、
神
戸
の
中
だ
け
で
人
材
を
育
て
る
と
い
う
ん
で
な
く
、
日
本

中
、
東
南
ア
ジ
ア
で
も
神
戸
へ
来
た
ら
自
分
の
力
が
発
揮
で
き
る

と
い
う
よ
う
な
、
パ
リ
が
世
界
中
の
芸
術
家
を
呼
び
込
ん
で
、
パ

リ
の
誰
々
に
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
。

神
戸
の
街
は
住
み
や
す
い
で
す
し
、
た
だ
、
商
売
に
な
る
と
東

京
が
い
い
と
な
る
。
そ
の
辺
、
う
ま
く
考
え
て
や
る
と
、
ニ
ュ
ー

ク
リ
エ
ー
タ
ー
な
ん
か
の
発
表
で
も
、
東
京
の
企
業
の
人
で
も
神

戸
で
発
表
で
き
る
と
い
う
風
に
な
れ
ば
、
神
戸
の
イ
メ
ー
ジ
も
上

が
り
、
世
界
の
神
戸
に
な
っ
て
神
戸
の
街
が
独
特
の
街
と
し
て
、

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

川
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
に
も
外
国
の
企
業
と
か
個
人
と
か
、

こ
れ
か
ら
も
増
え
て
い
っ
て
、
そ
う
い
う
出
会
い
か
ら
新
た
な
も

の
が
生
ま
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
れ
に
Ｋ

Ｆ
Ｒ
（
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
料
理
人
）
の
方
か
ら
も
、
先
日
入
会

の
希
望
を
聞
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

こ
の
間
、
笹
山
市
長
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
シ
テ
ィ
ー
建
設
構
想
に

つ
い
て
の
ご
指
導
を
頂
い
た
中
に
、
デ
ザ
イ
ン
シ
テ
ィ
ー
は
大
企

業
だ
け
で
な
く
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
や
個
人
営
業
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
芸
術
家
も
棲
み
つ
け
る
よ
う
な
人
情
味
と
界
隈
性
の
あ
る

街
に
。
そ
し
て
デ
ザ
イ
ン
シ
テ
ィ
ー
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
年
一

億
円
以
上
の
奨
学
金
。
こ
れ
を
う
け
て
巣
立
っ
た
国
内
外
の
若
者

た
ち
を
同
窓
会
な
ど
会
合
を
作
っ
て
、
神
戸
に
Ｕ
タ
ー
ン
で
き
る

れ
ら
を
神
戸
以
外
の
国
内
の
街
か
ら
、
ま
た
国
内
に
な
い
も
の
は

海
外
か
ら
。
ル
ノ
ア
ー
ル
と
か
ピ
カ
ソ
と
か
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と

い
っ
た
人
た
ち
が
、
張
り
出
し
た
大
き
な
テ
ラ
ス
か
ら
神
戸
の

海
、
山
、
星
空
を
愛
で
つ
つ
、
創
作
活
動
を
す
る
よ
う
な
街
。
言

う
な
れ
ば
未
来
の
人
類
に
贈
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
な
る
よ
う
な
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
シ
テ
ィ
ー
を
、
で
す
ね
。

☆
あ
ら
ゆ
る
着
想
を
吸
い
上
げ
て
、
「
神
戸
発
」
の
実
現
を

１
６５
１
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で
す
。
神
戸
と
し
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
強
く
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
観
光
面
に
つ
い
て
い
え
ば
、
京
都
の
よ
う
に
長
い
蓄
積
が
な

い
の
で
、
海
や
山
が
あ
っ
て
き
れ
い
で
と
い
い
ま
す
が
、
一
日
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
。

一
昨
年
、
神
戸
は
東
京
に
次
ぐ
第
二
位
の
国
際
会
議
開
催
件
数

が
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
は
京
都
、
東
京
、
神
戸
で
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
最
近
十
年
で
日
本
を
代
表
す
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
高
く
評
価
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
の
可
能
性
も
こ
れ
か
ら
で
す
か
ら
。
九
三
年
に

ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
を
開
く
と
い
う
方
向
づ
け
も
で
き
て

い
ま
す
し
、
観
光
都
市
神
戸
と
い
う
実
績
と
の
相
乗
効
果
に
よ
っ

て
海
外
か
ら
も
お
客
さ
ん
が
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

藤
本
一
神
戸
の
何
と
か
で
な
く
、
立
派
な
舞
台
が
で
き
て
る
ん

で
す
か
ら
、
東
京
の
人
も
パ
リ
の
人
も
神
戸
で
発
表
し
た
い
と
思

う
よ
う
な
機
構
を
考
え
て
頂
い
て
「
神
戸
発
」
が
世
界
中
の
憧
が

れ
に
な
る
よ
う
に
願
い
ま
す
。

川
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
が
み
ん
な
に
喜
ば
れ
て
成
功
す
る
た

め
に
は
、
官
、
産
、
学
、
文
、
民
に
報
道
も
加
え
て
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
都
市
作
り
運
動
を
協
会
が
強
力
に
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
で

す
ね
、
そ
う
な
れ
ば
そ
こ
か
ら
活
力
も
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
ね
。

松
宮
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
女
性
の
着
想
を
吸
い
上
げ
る

と
か
、
皿
世
紀
に
生
き
る
人
を
大
切
に
、
強
力
に
運
動
を
進
め
て

ほ
し
い
。
キ
ｉ
ワ
ー
ド
と
し
て
は
「
窓
辺
に
花
」
を
提
唱
し
た

い
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
行
け
ば
、
窓
辺
に
花
が
あ
り
、
あ
あ
チ
ュ

ー
リ
ッ
上
に
来
た
と
感
激
す
る
。
花
で
な
く
て
も
そ
う
い
っ
た
象

徴
的
な
も
の
が
神
戸
に
欲
し
い
。
「
お
祭
り
大
好
き
」
で
変
っ
た

文
化
に
感
動
す
る
演
出
も
で
き
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
家
族
で
来

る
街
、
さ
ら
に
異
国
情
緒
豊
か
な
街
を
ど
う
形
作
る
か
と
い
う
こ

と
で
す
。

木
口
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
神

戸
が
発
信
機
能
を
も
つ
た
め
に
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

（
於
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
・
パ
ー
ル
の
間
）

１
６６
１

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
、
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
ま
し
て
、
大

変
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

松
宮
フ
ラ
ン
ス
の
あ
る
お
菓
子
屋
さ
ん
は
、
昔
学
校
や
っ
て
た

ん
で
す
。
そ
こ
で
世
界
中
の
人
が
習
い
に
く
る
。
た
だ
技
術
だ
け

教
え
る
ん
で
は
な
く
て
、
デ
ザ
イ
ン
感
覚
で
あ
る
と
か
、
セ
ン
ス

と
か
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
も
含
め
て
教
え
な
い
と
、
技
術
だ
け
習

っ
て
帰
る
っ
て
い
う
の
は
、
菓
子
屋
で
も
プ
ロ
と
し
て
半
人
前
で

す
よ
ね
。
そ
う
い
っ
た
い
い
先
生
が
世
界
か
ら
集
ま
っ
て
居
つ
い

て
く
れ
る
と
、
文
化
度
も
上
が
っ
て
き
ま
す
ね
。

木
口
パ
リ
に
は
世
界
一
流
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
集
ま
る
で
し
よ
。

そ
う
い
う
の
は
時
間
が
か
か
る
の
で
す
か
。
伝
統
と
い
う
か
、
歴

史
の
重
み
と
い
う
か
、
神
戸
が
そ
う
い
う
よ
う
に
な
る
に
は
…
。

川
上
い
ち
が
い
に
は
言
え
な
い
で
す
よ
。
な
ぜ
集
ま
る
の
か
と

い
う
と
、
ま
ず
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
働
け
て
、
修
業
で
き

て
、
発
表
表
現
で
き
る
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
い
か
に
報
道
す
る

か
で
す
。
報
道
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
に
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
。
そ
し
て

報
道
に
価
す
る
情
報
が
あ
る
か
ど
う
か
が
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
カ
ギ

な
ん
で
す
。
情
報
は
土
壌
か
ら
生
ま
れ
る
。
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
人

を
呼
び
込
む
と
い
う
循
環
の
仕
掛
け
で
す
ね
。
そ
れ
を
作
れ
ば
い

い
。藤

本
パ
リ
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
力
を
持
っ
て
い
る
と
い

う
の
は
、
マ
リ
ー
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
時
代
か
ら
の
オ
ー
ト
ク
チ

ュ
ー
ル
の
流
れ
が
あ
る
か
ら
で
、
王
侯
貴
族
の
オ
シ
ャ
レ
、
す
な

わ
ち
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
原
点
で
す
。
今
は
、

オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
時
代
は
過
ぎ
て
第
二
次
大
戦
後
は
大
衆
が

お
金
を
持
ち
だ
し
た
か
ら
大
衆
の
ア
パ
レ
ル
の
時
代
に
な
っ
た
。

こ
の
二
つ
は
全
く
異
質
で
す
。
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
は
特
定
の
個

人
の
た
め
の
高
度
な
も
の
で
す
が
、
ア
パ
レ
ル
は
歴
史
が
浅
い
か

ら
、
パ
リ
を
そ
ん
な
に
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

川
上
竹
下
通
り
な
ん
か
も
短
期
間
に
あ
あ
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
う
い
う
仕
掛
け
が
あ
れ
ば
で
き
て
い
く
ん
で
す
よ
。
神
戸
に
は

そ
の
た
め
の
土
壌
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
種
を
ま
く
だ
け
で
い
い
。

中
内
現
在
、
神
戸
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
さ
れ
る
お
客
さ
ん
の
三
五

％
は
関
東
か
ら
の
人
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
ビ
ジ
ネ
ス
で
な
く
観
光
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キャンペーン「神戸の観光と魅力を探る」の
企画は以上各社の提供によるものです。
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